
 

2  

昭
和
四
十
七
年
七
月
十
二
日
提
出 

質

問

第

二

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

徴
用
に
よ
り
樺
太
に
居
住
さ
せ
ら
れ
た
朝
鮮
人
の
帰
国
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
四
十
七
年
七
月
十
二
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

船 
 

田 
 
 

中 

殿 

 

提 

出 

者 
 

受 

田 

新 

吉 

 

一 

 



 

よ
つ
て
、
政
府
は
、
人
道
的
、
か
つ
戦
後
処
理
問
題
の
解
決
と
し
て
、
こ
れ
ら
朝
鮮
人
の
帰
国
に
つ
い
て
な
ん

ら
か
の
便
宜
を
供
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
用
意
は
あ
る
の
か
。 

終
戦
前
徴
用
に
よ
り
樺
太
に
居
住
さ
せ
ら
れ
た
朝
鮮
人
が
現
在
な
お
一
万
余
人
が
残
留
し
、
七
千
余
人
の
も
の

が
故
国
（
大
韓
民
国
）
に
帰
国
を
希
望
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
こ
れ
ら
帰
国
す
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
二
十
数
年
故

国
の
家
族
と
離
散
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
既
に
老
齢
期
に
達
し
て
い
る
も
の
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
大
韓
民
国
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
と
の
間
に
国
交
が
な
い
た
め
、
両
国

間
の
直
接
の
交
渉
す
ら
で
き
な
い
状
態
の
ま
ま
今
日
に
至
つ
て
い
る
。 
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